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大
型
台
風
21
号
が
接
近
、
市
内
で
は

土
砂
崩
落
や
河
川
溢
水
・
住
宅
等
へ
の
浸

水
な
ど
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

気
象
庁
の
飯
山
観
測
所
で
は
、
10
月

22
日
未
明
か
ら
降
り
続
い
た
雨
は
、
23
日

午
後
９
時
ま
で
で
連
続
雨
量
１
６
２・５

㍉
を
記
録
。
時
間
最
大
雨
量
は
23
日
午

前
３
時
に
13
㍉
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
22
日
午
前
８
時
16
分
に
は
、

26
・
３
㍍
毎
秒
の
瞬
間
最
大
風
速
を
記

録
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
22
日
午
後
２
時
に
警
戒
本
部

を
設
置
。情
報
収
集
な
ど
を
進
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
土
砂
災
害
発
生
の
危

険
性
が
あ
る
と
し
て
、
警
戒
本
部
は
23
日

午
前
10
時
に
飯
山
地
区
分
道
区
、
柳
原

地
区
堰
口
区
、
富
倉
地
区
中
谷
区
に
避

難
勧
告
を
発
令
。
該
当
区
の
方
々
は
指

定
避
難
所
に
避
難
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
曲
川
の
水
位
上
昇
に
伴
い
、
市
内

各
中
小
河
川
で
は
樋
門
を
閉
め
る
な
ど
の

対
応
を
実
施
。
消
防
団
員
等
に
よ
る
監

視
と
懸
命
の
内
水
排
除
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
台
風
21
号
に
よ
り
、
増
水
し

た
河
川
へ
流
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
死
亡

事
故
や
、
床
上
・
床
下
を
含
む
住
居
浸

水
は
15
件
、
住
居
以
外
で
の
浸
水
は
９
件

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
戸
狩
温
泉

ス
キ
ー
場
で
は
ゲ
レ
ン
デ
内
な
ど
で
土
砂

崩
落
が
発
生
す
る
な
ど
、
大
小
合
わ
せ
複

数
の
土
砂
崩
落
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
多

く
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

台
風
21
号
の
爪
跡

土
砂
崩
落
や
浸
水
な
ど
被
害
が
発
生

千曲川の水位が上昇（市役所屋上より）集中豪雨により崩落も（戸狩温泉スキー場）

内水排除を行う（広井川）

培
っ
た
全
て
の
力
で
一
歩
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
、
木
島
Ａ
チ
ー
ム
が
４
年
連

続
の
優
勝
を
狙
う
飯
山
Ａ
チ
ー
ム
を
振

り
切
り
、
４
年
ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

長
期
間
に
わ
た
る
練
習
や
大
会
運
営
、

交
通
整
理
な
ど
に
携
わ
っ
た
皆
さ
ん
、
た

い
へ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

10
月
８
日
、
恒
例
の
第
44
回
飯
山
市

駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
、
夏
か
ら
長
き

に
わ
た
る
練
習
を
行
っ
て
き
た
全
23
チ
ー

ム
（
内
オ
ー
プ
ン
７
チ
ー
ム
）
が
参
加
、

勤
労
者
体
育
館
か
ら
飯
山
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
ま
で
の
37
・
２
㌔
、
16
区
間
を
選

手
た
ち
は
地
域
の
絆
で
あ
る
タ
ス
キ
を
つ

な
ぎ
ま
し
た
。

　

市
内
９
地
区
を
巡
る
コ
ー
ス
沿
道
に

は
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
、
走
る
選
手

た
ち
に
大
き
な
声
援
を
送
り
、
選
手
た
ち

は
そ
の
声
援
に
応
え
る
よ
う
に
、
練
習
で

順位 チーム名 タイム
1 木島A 2:12:46
2 飯山 A 2:13:13
3 常盤Ａ 2:19:03
4 瑞穂Ａ 2:20:51
5 秋津Ａ 2:21:10
6 太田Ａ 2:21:58
7 柳原Ａ 2:23:11
8 飯山Ｂ 2:26:15
9 岡山Ａ 2:28:46
10 外様Ａ 2:30:17
11 木島Ｂ 2:30:18
12 常盤Ｂ 2:35:23
13 太田Ｂ 2:39:49
14 常盤Ｃ 2:45:34
15 秋津Ｂ 2:48:41
16 外様Ｂ 2:58:31

オープンの部
1 飯山Ｃ 2:38:58
2 飯山Ｄ 2:41:23
3 瑞穂Ｂ 2:48:06
4 木島Ｃ 2:47:47
5 柳原Ｂ 2:48:30
6 岡山Ｂ 2:53:53
7 外様Ｃ 3:15:42

木
島
Ａ
チ
ー
ム
が
４
年
ぶ
り
の
優
勝

飯山市米食味コンクール開催
　第19回米・食味分析鑑定コンクール飯山市予選会に併せ飯山市米
食味コンクールが開催され、食味85以上の上位のものを味度測定し、
食味と味度の合計ポイントで「おいしい米グランプリ」を選考、11月3
日のＪＡながのみゆきブロック「ビビッド祭」にて、表彰式が行われました。

賞 地区 集落 氏名 品種
グランプリ 柳原 藤ノ木 農事組合法人やなぎはら コシヒカリ
準グランプリ 岡山 上境 沼田浩徳 コシヒカリ

優秀賞 木島 野坂田 農事組合法人
ファームステーション木島 コシヒカリ

優秀賞 外様 中条 飯山ブランド米研究会
服部恒美 コシヒカリ

優秀賞 外様 中曽根 株式会社とざま コシヒカリ

区間 スタート 距離 区間賞
1 勤労者体育館 2.1km 岡田滉樹（飯山A）

2 木島農免道路 3.2km
高藤陽樹（木島A）
小林皓生（瑞穂A）

3 瑞穂活性化センター 2.5km 大口和人（太田A）
4 上野公民館 2.5km 祖父江凛（太田A）

5 大深交差点北 3.2km
佐藤健人（瑞穂A）
徳永吉彦（柳原A）

6 上 境 駅 2.1km 小坂飛翔（瑞穂A）
7 中外集荷場 2.3km 齊藤　亮（飯山A）
8 温 井 入 口 2.4km 阿部達也（柳原A）
9 三郷公会堂 2.4km 市村優太郎（木島Ａ）
10 五荷駐車場 1.7km 大口和人（太田A）
11 柳沢公会堂 2.5km 鷲野彪雅（飯山A）
12 外様活性化センター 3.0km 浦野裕之（木島A）
13 いずみだい保育園 2.7km 堀田　学（木島A）
14 正受庵上駐車場 2.1km 小林文雄（常盤A）
15 北畑踏切西 1.0km 山本萌華（木島A）
16 新町区民センター 1.5km 木村太一（飯山B）
ゴール 飯山小グラウンド

区間賞

第
44
回
飯
山
市
駅
伝
大
会

入賞者を表彰 第
１
回
基
本
構
想
審
議
会 

開
催

　

第
５
次
総
合
計
画
に
お
け
る
後
期
基

本
計
画
の
策
定
に
向
け
、
10
月
24
日
に

第
１
回
基
本
構
想
審
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
長
に
は
伊
東
博
幸
商
工
会
議
所
会

頭
が
、
副
会
長
に
は
松
永
晋
一
農
業
委
員

会
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
る
と
と
も

に
、
委
員
に
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や

飯
山
高
校
・
下
高
井
農
林
高
校
の
生
徒

も
加
わ
り
ま
し
た
。

　

今
後
審
議
会
の
中
で
、
後
期
基
本
計

画
（
平
成
30
年
度
〜
34
年
度
）
の
策
定

に
向
け
て
審
議
を
重
ね
て
い
く
予
定
で

す
。

高校生らも委員に参画し、審議がスタート

冠水した常盤地区久保田踏切付近の市道
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ふ
る
さ
と
納
税
の
今

飯
山
の
魅
力
を
全
国
へ

　

平
成
28
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
額
は
、
約
11
億
円
（
お
よ
そ
４
万
４
千

件
）
で
し
た
。
寄
附
額
で
見
る
と
前
年
の

17
億
円
か
ら
は
減
少
し
た
も
の
の
、
全
国

の
自
治
体
の
中
で
も
上
位
に
位
置
し
て
お

り
、
全
国
か
ら
多
く
の
応
援
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
財
源
確
保
と
返
礼
品
送
付
を

通
じ
た
特
産
品
Ｐ
Ｒ
に
大
き
な
成
果
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
人
気
の
返
礼
品
で

あ
る
米
を
中
心
に
多
く
の
申
し
込
み
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
特
に
新
米
の
特
典
は
取

扱
種
類
を
17
種
類
に
増
や
す
な
ど
し
た

こ
と
に
よ
り
昨
年
度
以
上
の
申
し
込
み
を

い
た
だ
き
、
飯
山
の
お
い
し
い
お
米
を
全

国
に
発
信
。
特
に
申
し
込
み
が
多
い
「
幻

の
米
」
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
う
Ｊ
Ａ
か

ら
約
２
千
万
円
が
「
ふ
る
さ
と
納
税
加
算

金
」（
平
成
27
年
産
米
分
）
と
し
て
生
産

者
に
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
寄
附
者
の
方
が
活

用
し
て
ほ
し
い
事
業
を
【
地
方
創
生
・
ま

ち
づ
く
り
】【
自
然
・
景
観
・
観
光
】【
文

化
・
歴
史
】【
教
育
・
福
祉
・
子
育
て
】

な
ど
の
分
野
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
者

向
け
住
宅
の
整
備
等
を
行
う
飯
山
市
移

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
事
業

多
く
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す

飯
山
な
ら
で
は
の

特
典
が
魅
力

　

寄
附
者
の
方
々
へ
お
送
り
し
て
い
る

〝
お
礼
の
品
〞。
米
の
他
に
も
飯
山
な
ら
で

は
の
特
典
は
数
多
く
、
市
内
の
事
業
者
の

方
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
新
し
い
お
客
さ
ま
が

　

地
方
発
送
は
以
前

か
ら
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
に
加
わ
っ

た
と
こ
ろ
、
今
ま
で
の
関
東
圏
か
ら
の
注

文
に
加
え
、
関
西
圏
や
四
国
と
い
っ
た
今

ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
地
域
の
お
客
さ

ま
が
増
え
ま
し
た
。
今
後
も
多
く
の
方
に

ふ
る
さ
と
飯
山
と
、
こ
の
風
土
が
作
り
上

げ
た
も
の
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
（
加
賀
屋
醸
造　

諏
訪
様
）

■
返
礼
品
生
産
者
の
先
に
も
つ
な
が
る

　
返
礼
品
に
加
わ
っ
た
と
こ

ろ
、
今
ま
で
以
上
に
全
国
の

方
々
か
ら
の
注
文
が
増
え

ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と

納
税
で
の
注
文
は
、
取
り
扱

う
商
品
が
増
え
る
こ
と
で
必
要
と
な
る
資

材
や
人
手
、
新
し
い
事
業
展
開
が
可
能

に
な
る
、
と
い
っ
た
幅
広
い
面
に
よ
い
影

響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

（
塩
崎
農
園　

塩
崎
様
）

　

現
在
は
食
品
か
ら
伝
統
工
芸
品
、
パ
ソ

コ
ン
等
の
電
子
機
器
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
返
礼
品
を
、
27
の
事
業
者
の
皆
さ
ま
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、【
悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯
山
】

の
魅
力
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
と
と
も
に
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業

者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

企
画
財
政
課
ふ
る
さ
と
応
援
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成 29年度当初予算における主な活用事業

住
定
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
、
文
化
的

景
観
の
保
存
・
整
備
を
進
め
、
貴
重
な
文

化
遺
産
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
文
化
的

景
観
保
護
推
進
事
業
、
子
育
て
に
関
す

る
複
数
の
機
能
を
併
せ
持
っ
た
総
合
的
な

支
援
施
設
を
整
備
す
る
仮
称
「
飯
山
市

子
ど
も
館
」
整
備
事
業
な
ど
、
多
く
の
事

業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

返
礼
品
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
事
業
者
の
皆
さ
ま

（
10
月
31
日
現
在 

順
不
同
・
敬
称
略
）

Ｊ
Ａ
な
が
の 

み
ゆ
き
宅
配
セ
ン
タ
ー

道
の
駅 

花
の
駅 

千
曲
川

株
式
会
社 

マ
ウ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

米
持
製
菓 

株
式
会
社

株
式
会
社 

ス
ワ
ロ
ー
ス
キ
ー

株
式
会
社 

と
ざ
ま

金
崎
さ
ん
ち
の
お
米

ｆａ
ｉ
ｔ
ｈ 

ｆａ
ｒ
ｍ 

水
野
尚
哉

有
限
会
社 

み
ず
ほ
食
品

石
田
屋

塩
崎
農
園

株
式
会
社 

田
中
屋
酒
造
店

株
式
会
社 

角
口
酒
造
店

有
限
会
社 

シ
ュ
ウ
ワ

有
限
会
社 

神
仏
の
鷲
森

う
さ
ぎ
追
い
し
ふ
る
さ
と
本
舗

加
賀
屋
醸
造

サ
ン
，
ロ
ー
ラ
ン

枡
田
屋
食
品 

株
式
会
社

株
式
会
社 

藤
澤
蒔
絵

高
橋
ま
ゆ
み
人
形
館

服
部
農
園 

服
部
秀
人

（
一
社
） 信
州
い
い
や
ま
観
光
局

農
事
組
合
法
人 

や
な
ぎ
は
ら

伊
村
屋

佐
藤 

健
一

伊
東 

清
一

企
画
財
政
課 

ふ
る
さ
と
応
援
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
７・３
９
８

地方創生・まちづくり
飯山市移住定住促進住宅整備事業 91,967千円（34,000千円）
起業支援ネットワーク推進事業 62,485千円 （7,000千円）
移住・定住推進事業 6,452千円 （2,000千円）

自然・景観・観光
広域観光推進事業 28,616千円（13,000千円）
菜の花の里づくり事業 9,973千円 （5,000千円）
景観形成推進事業 9,000千円 （4,000千円）

文化・歴史
飯山市文化交流館運営事業 65,576千円（19,000千円）
飯山城址整備事業 34,300千円 （1,000千円）
文化財調査整備事業 5,527千円 （1,000千円）
文化的景観保護推進事業 2,760千円 （1,000千円）

（　）内：ふるさと納税による充当額

教育・ 福祉・子育て
仮称「飯山市子ども館」整備事業 447,277千円（159,000千円）
児童福祉施設整備事業 40,900千円（35,000千円）
体育施設整備事業 22,603千円（19,000千円）
小中学校 ICT教育推進事業 19,500千円（17,000千円）
中学校国際交流事業 5,200千円 （4,000千円）

仮称「飯山市子ども館」の愛称を募集します
子ども育成課 子育て支援係 ☎ 62-3111 内線 363

　仮称「飯山市子ども館」は、平成 30年度の早期の開館に向け、現在、飯山小学校西側で建設工事を進めております。
この施設が、多くの皆さまに親しんでもらえるような愛称を募集します。
　呼びやすく、わかりやすく、覚えやすく、親しみのもてる施設にふさわしい愛称をお寄せください。

■応募方法
　愛称、説明、住所、氏名、生年月日、電話番号等を記入のうえ、
郵送、FAX、Eメールまたは直接窓口までお持ちください。
■応募期間　1月 9日（火）必着

■施設概要
児童センター、児童クラブ、子育て支援センター、
病後児保育、放課後等デイサービスの各機能を備え、
乳幼児から高校生までの児童の居場所・交流の場に
なります。

完成イメージ

■応募先
　〒389-2292　飯山市大字飯山1110-1
　飯山市役所子ども育成課
　仮称「飯山市子ども館」愛称募集　係
　FAX：62-5990
　E-mail：kodomo@city.iiyama.nagano.jp
※採用された愛称に応募された方に記念
　品を贈呈します。複数の応募があった場
　合は抽選で決定します。

詳しくは、ホーム
ページをご覧くだ
さい。
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◎冬期通行不能区間閉鎖予定（国・県道等）
路線名 閉鎖区間 距離

（km） 閉鎖期間 備　考

一般国道
403号

照岡字藤沢地先～
照岡字原地先（旧照岡牧場） 6.5 11/20 ㊊ 14:00 ～

 　　 5/11 ㊎ 16:00
大型車は
通年通行止

照岡字原地先（旧照岡牧場）～
照岡字照岡山地先（新潟県境・伏野峠） 4.8 11/13 ㊊ 14:00 ～

 　　 6/8 ㊎ 16:00
大型車は
通年通行止

主要地方道
95号

上越飯山線

一山字岩下地先（温井）～
一山字田茂木平地先（田茂木池） 2.0 11/13 ㊊ 14:00 ～

  　　4/27 ㊎ 16:00

一山字田茂木平地先（田茂木池）～
一山字田茂木平地先（チェーン着脱場） 2.7 11/13 ㊊ 14:00 ～

  　　4/27 ㊎ 16:00

一山字田茂木平地先（チェーン着脱場）～
一山字大神楽地先（新潟県境・関田峠） 3.0 11/13 ㊊ 14:00 ～

  　　5/25 ㊎ 16:00

一般県道
411号
飯山新井線

寿字堰下地先（顔戸）～
寿字大倉地先（桂池） 5.9 11/13 ㊊ 11:00 ～

  　　4/27 ㊎ 16:00

寿字大倉地先（桂池）～
寿字大倉地先（新潟県境） 1.0 11/13 ㊊ 11:00 ～

 　　 5/11 ㊎ 16:00

※規制開始前でも積雪の状況により通行不能となる場合があります。
　また、解除予定期日は、積雪状況により変更します。詳しくは、長野県北信建設事務所
　飯山事務所（☎ 62-4111）までお問い合わせください。

夫
す
る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
排

雪
し
て
、
通
行
の
障
害
に
な
ら
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
特
に
ハン
ド
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機

で
積
ま
れ
た
路
面
の
雪
は
締
ま
っ

て
い
る
た
め
、一般
通
行
の
支
障
と

な
る
と
共
に
除
雪
作
業
の
妨
げ
に

も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
に
面
し
た
屋
根
に

は
、
雪
止
め
設
置
な
ど
対
策
を
し

て
い
た
だ
き
、
積
雪
が
多
い
場
合

は
片
付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
流
雪
溝
、
側
溝
の
フ
タ
を
開
け

た
ま
ま
放
置
し
な
い
で

　

流
雪
溝
や
側
溝
の
フ
タ
を
開
け

て
雪
を
入
れ
た
後
、
開
け
た
ま
ま

に
し
て
い
る
方
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
子
ど
も
が
転
落
す
る
な
ど
、

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
使
っ
た
後
は
必

ず
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

●
作
業
中
の
除
雪
車
に
近
寄
ら
な

い
で

　

冬
は
、
雪
に
よ
る
死
角
が
で
き

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
道
路
で
は
、

安
全
を
十
分
に
確
認
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
作
業
中
の
除
雪
車

に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く

　市では消雪施設の電力料金削減のた
め、消雪パイプの井戸電源は融雪用電力
契約を行っています。
　融雪用電力契約とは、１日のうち２時
間の電力遮断を行うことにより年間を通
して電力料金の削減が図れる有利な契約
方法です。ご理解をお願いします。
電力停止による消雪パイプ散水休止時間
　おおむね　11時 ～ 12時（1時間）
　　　　　　13 時 ～14 時（1時間）

消雪パイプの稼動休止に
ご理解ご協力をお願いします

雪
し
た
雪
を
も
っ
て
い
く
場
所
が
な

け
れ
ば
除
雪
は
で
き
ま
せ
ん
。
提

供
い
た
だ
い
た
場
所
は
、
雪
解
け
の

時
期
に
雪
ほ
か
し
作
業
を
行
う
な

ど
、
消
雪
が
進
む
よ
う
に
し
ま
す

の
で
、
突
き
出
し
場
所
の
確
保
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
雪
の
突
き
出
し
場
所
に
、

ご
み
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
し
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
除
雪
の
要
請
は
各
区
長
さ
ん
を

通
じ
て

　

限
ら
れ
た
時
間
に
限
ら
れ
た
数

の
除
雪
機
械
で
効
率
よ
く
除
雪
す

る
た
め
に
、
区
内
の
要
望
な
ど
は

区
長
さ
ん
が
ま
と
め
て
、
除
雪
対

策
本
部
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

思
い
や
り
の
心
で
快
適
な
冬
を

今
冬
の
除
雪
体
制

快
適
な
道
路
環
境

　

   

維
持
の
た
め
の
除
雪
体
制

　
市
で
は
、
本
格
的
な
降
雪
シ
ー
ズ
ン
に
備

え
、
12
月
１
日
に
除
雪
対
策
本
部
を
設
置
し

て
体
制
を
整
え
、
除
雪
機
械
を
フ
ル
稼
働
さ

せ
て
生
活
道
路
の
確
保
に
あ
た
り
ま
す
。

　
降
雪
期
は
、
雪
の
片
付
け
な
ど
苦
労
す
る

面
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
思
い
や
り

の
心
で
快
適
な
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
飯
山
市
除
雪
対
策
本
部
（
克
雪
セ
ン
タ
ー
内
）　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
６
１
０

　

加
え
て
、
除
雪
機
械
に
よ
る
破

損
や
支
障
等
が
確
認
さ
れ
た
と
き

は
、
な
る
べ
く
早
く
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
道
路
上
に
車
を
放
置
し
な
い
で

　

路
上
に
駐
車
し
た
ま
ま
の
車
が

あ
る
と
、
除
雪
の
支
障
に
な
り
ま

す
の
で
路
上
駐
車
は
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

ご
み
出
し
は
、
早
朝
除
雪
が
終
了

し
た
後
に
所
定
の
位
置
に
出
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
道
路
へ
は
雪
を
出
さ
な
い
で

や
む
な
く
出
し
た
ら
片
付
け
を

　
や
む
を
得
ず
雪
を
出
す
と
き
は
、

路
肩
に
雪
を
積
み
上
げ
る
な
ど
工

●
冬
期
間
の
除
雪
に
よ
る
交
通
確

保
と
市
民
生
活
安
定
の
た
め
に

　
各
地
区
で
開
催
し
て
い
る
克
雪

活
動
推
進
協
議
会
で
は
、
生
活
弱

者
世
帯
の
安
全
確
保
や
冬
の
暮
ら

し
を
明
る
く
す
る
た
め
、
市
民
と

行
政
の
協
力
体
制
、
除
雪
路
線
な

ど
の
確
認
と
要
望
を
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。

　

市
内
の
道
路
除
雪
は
、
原
則
と

し
て
国
・
県
道
を
北
信
建
設
事
務

所
が
、市
道
を
市
役
所
が
受
け
持
っ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
冬
、
飯
山
市
で
は
合
計
92
台

の
除
雪
車
で
皆
さ
ん
の
冬
期
間
の

生
活
路
線
を
確
保
し
ま
す
。

　

除
雪
は
雪
と
い
う
自
然
相
手
の

仕
事
で
す
。
除
雪
作
業
は
通
勤
通

学
の
時
間
帯
を
考
慮
し
、
午
前
７

時
を
め
ど
に
終
了
す
る
よ
う
計
画

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
朝
方
の
集

中
的
な
降
雪
、
予
想
外
の
大
雪
や
、

重
い
雪
質
の
時
は
作
業
時
間
が
延

び
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
雪
の
突
き
出
し
場
所
の
提
供
に

ご
協
力
を

　

道
路
除
雪
を
行
う
う
え
で
、
除

9
8

7
6

5
4

3
2

1
0

10

　　　除雪している道路の距離は？

　　　出動の目安は？

市で行う除雪の規模・目安について

飯山市

飯山市飯山市

今冬は市道 386㎞を除雪
　今年度、市では市道 386 キロについて除雪を行い
ます。使用する除雪車は合計で 92台です。
○タイヤドーザ 53台　ロータリー車 39台

積雪 10㎝以上で出動
　夜中に降雪状況を確認。道路上の積雪 10センチ以
上で出動し、通勤・通学の時間帯までに早朝除雪を行
います。
　また日中に連続した降雪がある場合には、帰宅時間
を考慮した日中除雪を行います。

だ
さ
い
。
特
に
、
お
子
さ
ん
は
大
き

な
除
雪
車
に
興
味
を
持
ち
、
近
寄

り
た
が
り
ま
す
の
で
、
近
づ
け
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ス
ク
ラ
ム
除
雪
に
つ
い
て

　

市
道
認
定
さ
れ
て
い
る
路
線
で

住
家
が
あ
り
な
が
ら
、
幅
員
が
狭

く
除
雪
車
が
入
ら
な
く
て
困
っ
て

い
る
場
所
で
は
、
個
人
の
除
雪
機

に
よ
る
除
雪
を
行
い
、
燃
料
費
程

度
を
支
援
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
路
線
が
あ
る
場
合
は
区

長
さ
ん
を
通
じ
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

思
い
や
り
の
心
で
…

　
お
互
い
が
思
い
や
り
の
心
で
、
雪

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
明
る
い
気

持
ち
で
春
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

作業中の除雪車に近寄るのは
たいへん危険です

市税滞納に伴う
差押物件の公売実施中！
　税務課では、市税滞納に伴う差押物件のインターネット公売を実施しています。事前参加申込
は11月21日までですので、お早めにヤフー官公庁オークションサイトからご参加ください。なお、
公売売上代金は滞納市税に充当します。
■申込期間　　11月 8 日（水）午後１時～11月21日（火）午後11時
■入札期間　　11月28日（火）午後１時～11月30日（木）午後11時
■入札方法　　せり売り（ヤフー官公庁オークションサイト）
■注意事項
　インターネット公売に参加するには、事前にネット上での参加申込が必要です。詳細は市ホー
　ムページ、ヤフー官公庁オークションサイトをご覧いただくか、お問い合せください。
■今回の物件の一例
　今回は54件を出品しますので、その中の一部をご紹介します。現品をご覧になりたい場合は、
　ご相談ください。

税務課 収税係 ☎ 62-3111 内線 163

Zippo ライター
ノスタルジックロゴ

腕時計 オリエント
YOUTRY クロノグラフ

レイバンサングラス
リチュアメタル -1

パールネックレス
6ミリ珠
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項　目 含有量（mg/kg）
平成29年8月2日 基準値

ひ素 1.9 50
カドミウム 0.5 5
水銀 1.1 2
ニッケル 11 300
クロム 12 500
鉛 7 100
銅 140 ―
亜鉛 370 ―

※基準値は「肥料取締法に基づき普通肥料の公定規格を定める等の件」
における下水汚泥肥料の含有を許される有害成分の最大量による。

表１ 　公共下水道飯山終末処理場汚泥含有試験結果

第
５
回　
下
水
道
汚
泥
の
有
効
利
用

第
５
回　
下
水
道
汚
泥
の
有
効
利
用

持
続
可
能
な

生
活
排
水
対
策
を
目
指
し
て

上
下
水
道
課 

下
水
道
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
２
１・２
２
２

　下水処理場では汚水の浄化に微生物
を利用しています。微生物は汚水中の
有機物を取り込みエネルギー源として
生命活動を行い増殖していきます。必
要量より増えた微生物は脱水後に下
水道汚泥として民間業者へ産廃処分を
委託しており、今年度は新潟県のセメ
ント工場でセメント原料として有効利
用されています。処分委託にあたって
は汚泥の成分を分析していますが、重
金属等有害物質の含有量は基準値を下
回っていることを確認しています。
（表１）

　全国的にも下水道汚泥は「廃棄物」として処分するのではなく、様々な方法で「有効利用」をしてい
ます。汚泥の利用方法は先のセメント原料化のほか骨材等の建設資材利用、肥料や土壌改良材としての
緑農地利用、バイオガスや固形燃料化等のエネルギー利用があります。また、汚泥から希少金属等を取
り出す研究も盛んにおこなわれ、その利用価値の高さから「宝の山」ともいわれています。またエネルギー
的自立、CO₂ 削減といった環境対策としての側面からもその利用方法に大きな注目が集まっています。
　今後は飯山市においても「汚泥＝地域の資源」として捉え、地域における最適な利用方法を検討し、
汚泥の処分に係る経費節減を図り経営改善につなげていきたいと考えております。

10月16日の退任式では、退任された田中妙子さん（前列
右から2人目）に足立市長から感謝状が手渡されました

教
育
委
員
会
が
新
た
な
体
制
に

　

平
成
21
年
10
月
12
日
か
ら
８

年
間
、
飯
山
市
教
育
委
員
を
務

め
ら
れ
た
田
中
妙
子
さ
ん
（
秋
津

地
区
）
が
任
期
満
了
の
た
め
退
任

さ
れ
ま
し
た
。
在
任
中
、
田
中
さ

ん
は
教
育
長
職
務
代
理
等
を
歴

任
さ
れ
、
飯
山
市
の
教
育
発
展
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
任
に
は
吉
越
邦
榮
さ
ん
（
常

盤
地
区
在
住
）
が
選
任
、
教
育
長

新任教育委員
吉越邦榮さん
（常盤地区）

職
務
代
理
に
就
か
れ
、
飯
山
市
教

育
委
員
会
が
新
た
な
体
制
と
な

り
ま
し
た
。

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

中
野
市
に
お
住
い
の
市
村
義
明

さ
ん
が
10
月
12
日
、「
子
ど
も
た

ち
の
学
習
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
標
本

を
飯
山
市
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
付
さ
れ
た
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の

化
石
標
本
は
秋
津
小
学
校
児
童

玄
関
付
近
に
展
示
さ
れ
、
化
石
や

地
層
を
学
ぶ
際
な
ど
、
児
童
の
学

習
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

長野地方法務局 飯山支局 ☎62-2302
人権政策課 人権同和係　☎62-3111 内線332

みんなで築こう 人権の世紀
――― 考えよう相手の気持ち  育てよう思いやりの心

人権・悩み事相談所開設
　12月４日（月）から10日（日）は、第69回人権週間です。人権週
間中は人権・悩み事相談所を開設します。
　「いじめ、虐待」など、子どもに関する問題、家庭内の問題、近所のもめ事、
プライバシーに関する問題など、毎日の暮らしの中で起こるさまざまな
問題についてお悩みの方は、お気軽にご相談においでください。人権擁
護委員が相談に応じます。（相談無料、秘密厳守）
人権についての悩み事は人権擁護委員にご相談を
　飯山市では６名の方に人権擁護委員をお願いしております。人権につ
いてお困りのことがありましたら、お気軽に近くの人権擁護委員にご相
談ください。
■飯山市人権擁護委員（敬称略）
　関　保典（常盤）　江尻ふさ子（岡山）　髙橋秀樹（秋津）
　丸山信一（飯山）　木幡喜美子（柳原）　佐藤克之（飯山）
■法務局では面接・電話相談を実施【（月）～（金）8:30～17:15】
・みんなの人権110番☎0570-003-110
・子どもの人権110番☎0120-007-110
・女性の人権ホットライン☎0570-070-810

人権・悩みごと相談所開設日
期　日 時　間 会　場

12月1日（金） 9:00～12:00 栄村役場
12月3日（日） 9:00～12:00 山ノ内町地域福祉センター
12月4日（月） 9:00～12:00 野沢温泉村公民館
12月4日（月） 9:00～15:00 中野市人権センター
12月5日（火） 9:00～15:00 飯山市公民館
12月6日（水） 9:00～12:00 木島平村 福寿苑

どの会場においでいただいても結構です

第17回 いいやま花フェスタ

　10月14日・15日には恒例の第17回いいやま花フェスタが
開催。秋の花々に彩られた愛宕町メイン会場には約7,000人の
方が来場しました。

いいやま広小路会議
ハロウィン・ガーデンパーティー

　10月28日、いいやま広小路会議ではハロウィン・ガーデン
パーティーを開催。登録有形文化財となった飯山復活教会や
その周辺を会場に、仮装した子どもたちがパレードするなど約
300人の方が来場され、盛り上がりました。

秋のイベント
SEA TO SUMMIT 開催
　飯山市と中野市の共催による、千曲川・高社山SEA TO 
SUMMITが10月22日に開催されました。今大会が初開
催で全国各地から140名を超える参加者が、飯山ポートか
ら湯滝ポートまで千曲川をカヌー等で下り、その後中野市
赤岩の高社山登山口まで自転車で走り、山頂を目指して登
山する38.5kmの行程を楽しみました。また、若者会議の
皆さんや地域の方による、前夜祭やきのこ汁振る舞いなど
のおもてなしも大好評でした。

長野県と県内全77市町村は、平成30年
度から全県一斉に、原則として所得税の源
泉徴収義務のある全ての事業者を個人住民
税の特別徴収義務者に指定することにより、
個人住民税の特別徴収を徹底します。

　現在、特別徴収を
行っていない事業者
の皆さまは、特別徴
収の実施準備をお願
いします

従
　
業
　
員

事
業
者

（
特
別
徴
収
義
務
者
）

従
業
員
の
住
所
地
の

市
町
村

②特別徴収税額の通知
（5月31日まで）

①給与支払報告書の提出
（1月31日まで）

⑤差し引いた住民税の納入
（給与支払日の翌月10日まで）

③特別徴収税額の通知
（5月31日まで）

④給与から差し引き
（6月～翌年5月の毎月給与支払日）

特別徴収の仕組

　地方税法において、従業員の個人住民税は、所得税の源泉徴収義務のある事業者
が、個人住民税の特別徴収義務者として、従業員（原則として、アルバイト、パート
等を含む全ての従業員です）に支払う給与から毎月差し引き、従業員に代わって納税
いただくことが原則となっています。（個人住民税の特別徴収）

平成30年度から、原則全ての事業者が

個人住民税の特別徴収義務者に指定されます
長野県 市町村課 ☎026-235-7068
税務課 市民税係 ☎62-3111内線162

事業者・従業員の皆さま

シー トゥー サミット
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資
源
物
日
曜
回
収
を
実
施
し
ま
す

　

今
年
度
２
回
目
の
資
源
物
日
曜

回
収
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
を
機

会
に
積
極
的
に
分
別
を
行
い
、
資

源
物
の
有
効
利
用
と
ご
み
減
量

の
推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
回
収
日　
　
12
月
10
日
㈰

■
時　
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場　
所

　
市
役
所
正
面
駐
車
場

（
小
型
家
電
は
市
役
所
第
３
駐
車
場
）

■
回
収
す
る
も
の

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

☎
内
線
１
９
１・１
９
２

○
古
紙
（
新
聞・雑
誌・ダ
ン
ボ
ー

ル･

紙
パ
ッ
ク
・
そ
の
他
古
紙
）

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

○
ガ
ラ
ス
び
ん
（
無
色
・
茶
色
・

そ
の
他
）

○
古
着
（
中
綿
が
入
っ
た
物
や
ナ

イ
ロ
ン
製
品
は
対
象
外
）

○
廃
食
用
油

○
使
用
済
み
小
型
家
電（
テ
レ
ビ・

冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
は

対
象
外
）

【
そ
の
他
】

　
分
別
は
ス
テ
ー
シ
ョン
へ
出
す
方

法
と
同
じ
で
す
。
詳
細
は
本
号
と一

緒
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
市
民
環
境
課
生
活
環
境

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
目
指
せ
！
年
間
１
０
０
日
運
動
』

達
成
者
ぞ
く
ぞ
く

取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
？
自
分
な
り
の
運
動

　

平
成
26
年
11
月
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
た
『
目
指
せ
！
年
間
１
０
０

日
運
動
』
の
達
成
者
が
、
平
成
29

年
８
月
末
日
で
１
５
０
人
を
超
え

ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
…

　

近
年
は
、
日
常
生
活
が
便
利
に

な
り
体
を
動
か
す
機
会
が
減
っ
て

い
ま
す
。
加
え
て
食
生
活
も
豊
か

に
な
っ
た
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病

に
か
か
っ
て
し
ま
う
方
も
少
な
く

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係

☎
内
線
１
８
７

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、【
運
動
】

に
注
目
し
、
一
人
ひ
と
り
が
運
動

を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
て
習
慣

化
す
る
こ
と
で
、
健
康
で
明
る
い

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

始
ま
り
ま
し
た
。

実
施
後
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

　

達
成
者
の
年
齢
は
、
60
〜
70

代
が
最
も
多
く
全
体
の
８
割
以
上

で
す
が
、
40
〜
90
代
と
幅
広
く
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

運
動
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ジ
オ
体
操
な

ど
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、
他
に

も
ス
ト
レ
ッ
チ
や
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
な
ど
思
い
思
い
の
運
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
０
０
日
運
動
を
通
し

て
、
96
㌫
の
方
が
「
健
康
状
態
が

改
善
し
た
」
と
思
わ
れ
る
な
ど
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
が
効
果
を
実

感
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飯
山
市
在
住
の
20
歳
以
上
の

市
民
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
達
成
者
に

は
、
認
定
証
と
粗
品
を
進
呈
い
た

し
ま
す
。
ご
自
身
の
健
康
に
、
ぜ

ひ
、
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

※
『
目
指
せ
！
年
間
１
０
０
日
運

動
カ
ー
ド
』
は
、
保
健
福
祉
課
・

保
健
セ
ン
タ
ー
・
各
地
区
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
置
い
て
あ
り

ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

油
漏
れ　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

暖
房
器
具
の
使
用
が
増
え
る
季
節

に
な
る
と
、
灯
油
等
の
油
漏
れ
事
故

が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　

事
故
原
因
の
多
く
は
、
小
分
け

に
す
る
際
に
そ
の
場
を
離
れ
た
り
、

バ
ル
ブ
を
閉
め
忘
れ
た
り
と
い
っ
た

「
う
っ
か
り
ミ
ス
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

水
路
や
土
壌
に
流
れ
て
し
ま
っ
た

油
を
取
り
除
く
た
め
に
は
多
く
の
時

間
と
労
力
を
必
要
と
す
る
う
え
、
そ

の
際
に
使
用
し
た
資
材
の
費
用
は
、

原
因
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
を

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

☎
内
線
１
９
１・１
９
２

保
つ
た
め
、
主
に
次
の
点
に
注
意
し

な
が
ら
取
り
扱
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
給
油
中
は
絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ

ず
、
目
を
離
さ
な
い
。

●
バ
ル
ブ
の
開
閉
を
間
違
え
な
い
。

●
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
注
ぎ
口
の
閉
め

忘
れ
が
な
い
か
、
確
認
す
る
。

●
破
損
防
止
の
た
め
、
タ
ン
ク
配
管

付
近
の
点
検
や
除
雪
に
努
め
る
。（
配

管
や
タ
ン
ク
を
破
損
し
な
い
よ
う
に

除
雪
し
ま
し
ょ
う
。）

　

万
が
一、
誤
っ
て
油
を
流
し
て
し

ま
っ
た
場
合
や
、
側
溝
や
河
川
等
で

油
の
流
出
を
発
見
し
た
場
合
は
、
速

や
か
に
岳
北
消
防
本
部
ま
た
は
市
民

環
境
課
生
活
環
境
係
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

公
売
・
伐
採
木
提
供
の
お
知
ら
せ

■
市
有
財
産
を
公
売
し
ま
す

　

市
で
は
、
飯
山
地
区
の
市
有
地

を
公
売
し
ま
す
。
購
入
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
指
定
の
申
込
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
く
わ
し
く
は
、

庶
務
課
管
財
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
公
売
物
件
情
報
】

○
所
在
地

　

飯
山
市
大
字
静
間
字
土
手
根

　
２
１
０
番
地
３　
他
（
３
筆
）

○
土
地（
宅
地
）計
４
５
３・７
１
㎡

○
受
付
期
間

庶
務
課 

管
財
係

☎
内
線
３
３
４・３
３
５

65 歳以上の方が対象

基本チェックリスト 地域包括支援センター ☎62-3111 内線183・186

　飯山市の人口のうち、65歳以上の高齢者が占める割合は 36.4％を超え、「超高齢社会」を迎えています。いつまでも健やか
に自分らしく暮らすために、今の生活を振り返る “きっかけ ”として、市では、65歳以上で要介護認定を受けていない方を対
象に、毎年、現在の心身の状況や日常生活の様子を伺う「基本チェックリスト」（25項目の質問に「はい」「いいえ」で答える
もの）を配布して、介護予防に取り組む必要のある方を把握し、介護予防事業への参加を勧めています。

■基本チェックリストの記入と提出
　11 月に各組長さんを通して「基本チェックリスト」を配布しま
すので、ご記入いただき、12月 15 日（金）までに各組長さんへ提
出していただきますようお願いいたします。
　結果は 2月下旬から 3月に郵送にてご連絡いたします。
　対象者は平成 30年 3月 31 日現在で 65歳以上の方（ただし、要
介護認定を受けている方は除きます）となります。

0%

20%

40%

60%

80%

100%
15 分歩く

立ち上がり

階段昇り

100歳95歳90歳85歳80歳75歳70歳65歳

　本調査の解析においても、70歳を越えると、「階
段を昇る際に手すりや壁を伝う」人が増えはじめ、
ついで年を重ねるとともに「15分間歩く」、「椅子
からの立ち上がり」の順序で、困難になる人が増
えていました。
　解析は今も続いていますので、今後も様々なこ
とが明らかになります。これらを活かして、多く
の皆さんが元気で、いきいき住み慣れた地域で暮
らし続けることができるよう、事業に反映してい
きます。

■運動器の機能3項目に「はい」（している）と回答した方の割合

階段昇り 立ち上がり 15分歩く

　昨年から、基本チェックリストの回答結果につい
て、長野保健医療大学と共同で解析し、要介護リス
ク要因を検証していますので、その結果の一部をご
紹介します。
　国の基準では、基本チェックリストの「運動器の
機能」5項目（立ち上がり、15分歩く、階段を昇る、
転倒経験、転倒不安）の得点が 3点以上の方は、介
護が必要となる恐れがあるとされてきましたが、今
回の解析結果からも、「運動器の機能」が 3点以上だっ
た方は、3点未満だった方と比べ、その後の 5年間
で要介護認定を受けるリスクは 1.4 倍高いことがわ
かりました。
　また、83歳を過ぎると、半数以上の方が 3点以上
となりますが、その一方で、90歳を超えても約 3分
の 1の方が 3点未満であることもわかりました。 0% 20% 40% 60% 80% 100%

5点

4点

3点

2点

1点

0点

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳 0点 1点 2点 3点 4点 5点

■年齢別「運動器の機能」の得点■飯山市在住高齢者の要介護リスクに関連する要因

　これまでの研究によりますと、日常行われている動作の困難さの出現に順序性があり、歩行→入浴→イスからイスへ移る動
作→着替え→イスからの立ち上がり→トイレ→食事となることが報告されています

歩行 入浴 移乗 着替え 立ち
上がり トイレ 食事➡ ➡ ➡ ➡ ➡ ➡

（Dunlop D ほか . 1994　Am J Public Health  87.378-383）

■介護予防事業を開催しています
　こうした解析結果を踏まえ、市では介護予
防事業を開催しています。身近な場所での集
落サロンや、リハビリ専門職が指導する介護
予防教室など、多様な担い手によるさまざま
な通いの場があります。またこうした活動を
お手伝いしてくれる介護予防サポーターの養
成も行っています。健康づくりや生きがいづ
くりの一環として、介護予防事業に積極的に
参加してみませんか？
（15ページのEひと発見もぜひご覧ください）

平
成
30
年
は
、
明
治

元
年
か
ら
起
算
し
て

１
５
０
年
で
す

　

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）
は
、

明
治
元
年
（
１
８
６
８
年
）
か
ら

起
算
し
て
満
１
５
０
年
に
当
た
り

ま
す
。
政
府
で
は
、「
明
治
１
５
０

年
」
関
連
施
策
と
し
て
、
地
方
公

共
団
体
や
民
間
も
含
め
て
、
全
国

で
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
特
設

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

内
閣
官
房　
「
明
治
１
５
０
年
」

関
連
施
策
推
進
室

☎
０
３-

５
２
５
３-

２
１
１
１

　
11
月
20
日
㈪
〜
12
月
15
日
㈮

■
伐
採
木
を
無
償
提
供
し
ま
す

　

11
月
中
旬
に
旧
瑞
穂
小
学
校
周

辺
の
雑
木
を
伐
採
し
ま
す
。
伐
採

さ
れ
た
木
材
は
、
無
償
で
お
譲
り

す
る
こ
と
で
資
源
の
有
効
利
用
と

経
費
の
節
減
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
ご
連
絡

　
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
現
地
で
の
事
故
等
は
利
用
者
の

　
責
任
と
な
り
ま
す
。

○
営
利
目
的
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ

　
さ
い
。
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※このコーナーや市ホームページでの有料広告を募集しています。詳しくは企画財政課　情報政策係（☎62-3111内線394）までお問い合わせください。

広
告
コ
ー
ナ
ー

Information お知らせ 飯山市役所☎ 62-3111

【ベイシア・カインズホーム　飯山店よりお知らせ】
暮らしの「お困り事」の解決・お手伝いをします。「電球1個の交換」からご自宅へお伺いします。
お気軽にご相談ください。 ご安心下さい。私たちが、お伺いします。

＜お問い合わせ先＞　カインズ　飯山店　：　0269-67-2111（スマイルサービス担当まで）
　　　　　　　　　　フリーダイヤル　　：　0120-099-704　10:00 ～ 18:00（日曜は除く）

店舗で お電話で

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期

限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で
に

ご
請
求
く
だ
さ
い

　

平
成
27
年
４
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
第
10
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還

（
記
名
国
債
）

■
支
給
対
象（
先
順
位
の
方
１
名
）

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

☎
内
線
１
７
２・１
８
８

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
の

死
亡
当
時
の
生
計
の
有
無
等
に
よ

り
、
順
位
が
変
わ
り
ま
す
）

④
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
親
族

（
戦
没
者
の
死
亡
当
時
ま
で
に
１

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
方
に
限
り
ま
す
）

※
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
時
効
に

よ
り
権
利
が
消
滅
し
、
受
給
が
で

き
な
く
な
る
た
め
お
気
を
付
け
く

だ
さ
い
。
支
給
対
象
と
な
る
方
で
、

ご
自
身
が
対
象
で
あ
る
と
お
気
付

き
で
な
い
事
例
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。お
身
内
の
方
が
対
象
か
否
か
、

ご
家
族
の
方
も
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ッ
ズ
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

国
際
交
流
員
の
シ
ャ
ノ
ン
が
企

画
す
る
「
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ッ
ズ
イ

ベ
ン
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ジ

ン
ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
を
組

み
立
て
て
飾
っ
た
り
、英
語
で
キ
ャ

ロ
ル
を
歌
っ
た
り
し
て
一
緒
に
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ク
リ
ス
マ

ス
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
12
月
16
日
㈯

午
後
12
時
30
分
〜
４
時

■
会
場飯

山
市
公
民
館
１
０
１
教
室

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係

☎
内
線
３
９
５

■
参
加
料　
無
料

■
定
員　
　
先
着
20
名

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン

■
申
込
み　
企
画
財
政
課
企
画
調

整
係
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

宝
く
じ
の
助
成
金
で
祭
り
用
具

を
整
備

　

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を

財
源
に
実
施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、

柏
尾
区
（
瑞
穂
地
区
）
が
祭
り
用

具
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の

一
環
と
し
て
事
業
が
行
わ
れ
て
お

り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。

整備された祭り用具

公
共
職
業
訓
練
２
月
開
講
コ
ー

ス
期　
受
講
生
募
集

■
募
集
コ
ー
ス

○
製
造
ラ
イ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
科

20
名
（
平
成
30
年
2
月
1
日
㈭

〜
7
月
18
日
㈬
の
6
カ
月
訓
練
）

○
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
科

15
名
（
平
成
30
年
2
月
1
日
㈭

〜
7
月
20
日
㈮
の
6
カ
月
訓
練
）

■
会
場

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

（
長
野
市
吉
田
４-

25-

12
）

■
対
象
者

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
込

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

☎
０
２
６-

２
４
３-

７
８
５
６

交
通
事
故
の
物
損
ト
ラ
ブ
ル
無

料
相
談
会　
開
催

　

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
標

記
相
談
を
面
接
相
談
お
よ
び
電

話
相
談
の
方
式
に
よ
り
左
記
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　
12
月
10
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
相
談
方
法

○
面
接
（
要
予
約
）

 

・
会
場　
長
野
県
司
法
書
士
会
館

　
２
階
（
長
野
市
妻
科
３
９
９
）

 

・
予
約☎０

２
６-

２
３
２-

７
４
９
２

長
野
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
６-

２
３
２-

７
４
９
２

○
電
話
相
談（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

 

・
☎
０
１
２
０-

４
４
８-

７
８
８

■
相
談
例

 

・
自
動
車
事
故
で
双
方
の
車
が
破

　
損
し
、
ど
ち
ら
が
悪
い
か
争
い

　
に
な
っ
て
い
る
。

 

・
信
号
が
赤
で
停
ま
っ
て
い
た
ら
、

　
後
ろ
か
ら
ぶ
つ
け
ら
れ
車
が
破

　
損
し
た
。　
な
ど

み
を
し
て
い
る
方

■
受
講
料　
無
料

■
内
容　
も
の
づ
く
り
の
技
術
、

設
備
の
保
守
な
ど
の
知
識・技
能・

技
術
を
身
に
付
け
、
早
期
に
就
職

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
公
共
職

業
訓
練

■
申
込
先
・
期
日

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
11
月
27
日
㈪
〜

12
月
26
日
㈫
の
間
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い

小
中
学
生
の
た
め
の
冬
休
み
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム　
参
加
者
募
集

長
野
県
最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら

せ
　

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く

全
て
の
労
働
者
と
、
労
働
者
を
一

人
で
も
使
用
し
て
い
る
全
て
の
使

用
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県
最

低
賃
金
」
が
、
平
成
29
年
10
月

1
日
か
ら
時
間
額
７
９
５
円
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
賃
金
の
確

認
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

賃
金
の
引
上
げ
に
向
け
た
中
小

企
業
の
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
６-

２
２
３-

０
５
５
５

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策

金
融
公
庫
）
の
ご
案
内

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き
３
５
０
万

円
以
内
を
、
固
定
金
利
【
年
１
・

７
６
㌫
（
平
成
29
年
11
月
10
日

現
在
）】
で
利
用
で
き
、
在
学
期

間
内
は
利
息
の
み
の
ご
返
済
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

で
検
索
し
て
い
た
だ
く
か
、
下
記

日
本
政
策
金
融
公
庫 

長
野
支
店

国
民
生
活
事
業
（
西
澤
）

☎
０
２
６-

２
３
３-

２
１
４
１

の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〕

０
５
７
０-

０
０
８
６
５
６
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は
、

０
３-

５
２
３
１-

８
６
５
６

借
入
の
返
済
に
お
困
り
の
方
、

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
長
野
財
務
事
務
所
で
は
、
ロ
ー

ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
返
済
に
お
悩

み
の
方
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
法
律

の
専
門
家
を
紹
介
し
ま
す
。
相
談

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
に

伴
う
封
筒
の
有
効
期
限
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
29

年
８
月
９
日
の
間
に
通
知
カ
ー
ド

に
同
封
し
て
発
送
さ
れ
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
用
封

筒
（
料
金
受
取
人
払
）
の
差
出

有
効
期
間
は
平
成
29
年
10
月
４

日
ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

般
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
に
お
い

て
、
平
成
31
年
５
月
31
日
ま
で
有

効
な
封
筒
と
し
て
利
用
可
能
と
さ

れ
ま
し
た
。
期
限
が
切
れ
て
い
る

か
ら
と
い
っ
て
切
手
を
貼
付
す
る

市
民
環
境
課 

市
民
係

☎
内
線
１
５
６

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
総
務
省
、
内
閣
府
及
び

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
、
印
刷

し
て
利
用
で
き
る
封
筒
様
式
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

は
無
料
。
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
受
付

　
平
日
８
時
30
分
〜
12
時

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
問
合
先　
財
務
省
関
東
財
務

　
局
長
野
財
務
事
務
所
「
多
重

　
債
務
相
談
窓
口
」

関
東
財
務
局
長
野
財
務
事
務
所

☎
０
２
６-

２
３
４-

２
９
７
０

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３-

６
４
１
７-

９
７
２
１

「
沖
縄
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

わ
く
わ
く
無
人
島
＆
海
あ
そ
び
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
期
間　
12
月
24
日
㈰
〜
28
日
㈭

■
場
所　

沖
縄
県
ナ
ガ
ン
ヌ
島
・
南

城
市

■
対
象　
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

■
定
員

　
先
着
25
名
（
最
少
催
行
人
数
10
名
）

■
内
容

　
無
人
島
体
験（
１
泊
）・イ
ノ
ー
体
験・

海
遊
び
・
星
空
観
察
な
ど

■
参
加
費　
６
万
円

■
そ
の
他

　
参
加
費
の
ほ
か
旅
費
（
沖
縄
ま
で
の

往
復
交
通
費
が
か
か
り
ま
す
）

■
申
込
締
切　
12
月
4
日
㈪

庶
務
課 

庶
務
係

☎
３
３
６

詳しくは、ホーム
ページをご覧くだ
さい。

これから農業を始めようとする
方、農業を営んでいる方へ、飯
山市の農業における総合的な
ポータルサイトを開設しました。
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